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受け入れ可能な症例について

整形外科

手外科専門医2名体制で診療しております

令和元年度より、当院整形外科では切断指（肢）再接着患者を積極的に受け入れさせていただく
方針とさせて頂いております。

切断指（肢）再接着は顕微鏡下手術（マイクロサージャリー）による血管縫合の技術と骨・筋腱
についての詳細な知識が必要な専門的治療であるため、専門医不在等の理由によりお受入できな
いことが多くありご不便をおかけしておりましたが、今年度より整形外科では手外科専門医が２
名体制になり、切断指（肢）患者にも手術対応可能な環境となりました。従来も切断指（肢）患
者の要請があった際には少しずつ受け入れさせていただいておりましたが、救急・集中治療科の
新体制化に伴い、救急科との連絡体制を一新させ、切断指（肢）再接着患者を積極的に受け入れ
ております。

・これまでの連絡体制

救急科 整形外科オンコール医師

※オンコール医師の専門により、
血行再建の必要な患者は受入不可能

・２０１９年４月からの新体制
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困難とされているDIP関節（第一関節）付近の切断や、創部の挫滅が強い切断なども再接着後は機能
予後が良好であることから、再接着手術の適応となりえます。切断指（肢）の症例があれば適宜お
問い合わせいただければ幸いです。
同様の理由で軟部組織が被覆できないような重度四肢外傷や、専門的な骨折治療の知識を有する多
発骨折なども今後は積極的に受けていく方針ですので併せてよろしくお願い申し上げます。
365日24時間の受け入れ体制が理想であり目標ですが、現状では手外科専門医が対応可能でない勤
務帯は受け入れ不可能なこともございます。当院救急科と連携をとり、すみやかな受け入れ可否の
判断をいたしますので適宜お問い合わせいただければ幸いです。

オンコール体制

末梢切断再接着の例

裏面へ



【整形外科】医師のご紹介
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